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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、膜結合型グアニル酸キナーゼ様（MAGUK）タンパク質ファミリーのメンバーであり、複数のPDZドメイン、単一のSH3ドメイン、および単一のグアニル酸キナーゼ様（GUK）ドメインを有することを特徴とする。さらに、ゾヌラ・オクルーデンス（Zonula occludens）タンパク質サブファミリーのメンバーは、酸性ドメイン、塩基性アルギニンリッチ領域、およびプロリンリッチドメインを有する。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、アクチン細胞骨格とタイトジャンクション間の連結に役割を果たし、また、有糸分裂中にタイトジャンクションにおいてサイクリンD1を隔離する。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生じる。この遺伝子は、染色体1に部分的な偽遺伝子を有する。[RefSeq提供、2012年5月]
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	MCF-7、Caco2 細胞溶解物中の Zonula occludens タンパク質 3 を、Zonula occludens タンパク質 3 抗体 (1:1000 希釈) を使用してウエスタン ブロットで検出しました。

